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魚類の資源研究において,再 生産機構を研究追求することは,基 本的な内容の一つである。スル

メィカについては浜部(1962)が 産卵実験により,産 卵行動と初期発生および艀化,艀 化直後の幼

生の観察などの産卵生態および,発 生学的研究 をしている。しかし産卵様式とか産卵数といった数

量面での研究はほとんどなく,唯 一,新 谷(1967)が30～50万 粒という産卵数を報告 しているに

す ぎない。

魚類の産卵様式は個体数調節機構の重要部分を占める産卵数を規制すると考えられる。すなわち

産卵数は卵母細胞の大 きさの度数分布におけるモー ドの数および,1生 殖期間中の産卵回数によっ

て決 定 され るで あ ろ う(例 え ば, Naka i., 1963). このような考え方にもとずき,日 本海南西海域

で漁獲 されたスルメィカの熟度と卵径分布の関係から,産 卵様式と産卵数を推定 した。

要 約

旧本海西南海域で漁獲されたスルメィカの熟度 と卵径分布の関係から,産 卵様式と産卵数を推定

した。得 られた結果は次のように要約される。

1)熟 度と卵巣卵の平均卵径との関係は,未 熟個体では熟度が進むにっれて平均卵径が大きくな

っていく。また成熟個体では,熟 度に関係な く平均卵径は一定である。

2)成 熟 個体 に おけ る熟度 と輸 卵管卵 の平 均卵 径 との関 係 は無 関係 で,平 均 卵 径 は 一定 で あ る
。

3)成 熟 個体 にお け る卵 巣卵 と輸卵 管卵 の 卵径 分布 は,正 規 分布 で ある と考 え られ る。 それ ぞれ

の平 均卵 径 は0.821mmと1.199mmで あ る。

4)卵 巣卵 は未熟 卵 主体,輸 卵 管卵 は成 熟卵 で あ る こ とか ら,産 卵 様 式 と して は2峯 分割 産卵 が

考 え られ る。 ま た,2回 産卵 が 推測 され る。

5)1回 の 産卵 数 の範 囲 は,30,000～310 ,000粒 と推 定 され,平 均 的 に100,000粒 が 産卵 され る

と推定 され るσ




